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●進歩し続けるIT ●膨大化するデジタルデータ

●社会システムに浸透するITの光と影●融合する物理世界とサイバーの世界

分野を取り巻く環境変化
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2000年代初期

2000年代後期

2010年代前期

社会・ビジネスの要請とITの変遷
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サービス
‐ コスト
‐ クオリティ
‐ オープン
‐ アカウンタビリティ

ビジネス
‐ グローバルに
‐ 速く、柔軟に
‐ イノベーション
‐ アカウンタビリティ

リソース
‐ ヘテロ
‐ 分散
‐ オープン
‐ 多様で複雑

コンポーネント化と標準化 ＳＬＡ保障

協調インフラとグローバルインフラ

社会システム、社会サービスモバイル ビッグデータ

ＳＯＡ オートノミックコンピューティング

Ｗｅｂ 2.0 ＳＮＳ グリッドコンピューティング クラウドコンピューティング

サイバーフィジカルシステム
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我が国の直面する課題

 産業競争力の低下

 高齢化に伴う社会再設計

 都市化・過疎化

 社会コストの高止まり

 インフラの老朽化

実世界とサイバー
世界の融合

ITの進化

データの洪水

新産業創出
ものづくり産業革命

ITの社会浸透

IT分野の直面する課題

 IT産業の国際競争力の低下

 IT人材育成の強化

 ITリテラシーの低さ

（社会、政治、経済、メディア）

 ITによる新しい産業創出が弱い

分野のトレンドと我が国の課題
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サイバーフィジ
カルシステム

ビッグデータ

知のコンピュー
ティング

効率的な社会に向けた制度設計・
社会アーキテクチャの設計

社会データモデル、標準化、
コンポーネント化と統合による
柔軟な社会システムの実現

知の加速・集積・探索
人類知・集合知への貢献

社会構造の見える化・最適化
社会コストの大幅な低減

社会システム再設計

知の増進と伝播

社会コスト削減

戦略的新領域レイヤー

ものづくりの
パラダイムシフト

社会構造の近代化
新しい人材の育成と雇用創出

新産業創出

ITの大きなトレンド 社会的・経済的インパクト

実世界とサイバー
世界の融合

ITの進化

データの洪水

新産業創出
ものづくり産業革命

ITの社会浸透

取り組むべき分野と期待するインパクト
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電子情報通信分野の知見を、要素技術としての技術知、それを活用するための社会
システムデザインとしての活用知、および重点応用エリアとしての事業知に大別

分野の範囲と構造
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学問的に体系化された領域

 デバイス／ハードウェア

 ネットワーク

 ソフトウェア

 データベース

 知能／インタラクション

 ロボティクス

横断的に関係付ける技術

 IT アーキテクチャー

非機能要件

 レジリエントICT 

基盤レイヤーとその研究開発領域
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電子情報通信技術の進展に伴い、

新しい社会的価値を創造するため

に出現しつつある重要な技術

 知のコンピューティング

 サイバーフィジカルシステム

 ビッグデータ

戦略的新領域とその研究開発領域
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フェデレーテッドコンピューティング

クラウドコンピューティング

ユビキタス/パーベイシブ/スウォーム・コンピューティング

マルチ/メニーコア

ヘテロジニアスコンピューティングWebサーバ

3tier

ブラウザ

インターネッ
ト

Win/Linuxサーバ

PC

LAN

メインフレーム

専用端末

データ通信

スマートフォン

センサーネット

モバイルインターネット

無線LAN

NWの進化

仮想化

モバイル

ブロードバンド

ストリームコンピューティン
グ

Web Service
マッシュアップ

SOAWWW
HTML

GUI

オープンソース

科学技術計算

事務処理 オンラインシステム

Web
生産管理

メール

情報検索 SNS

EC

メインフレーム

クライアントサーバ
Webコンピューティング

クラウドコンピューティング

ATM

国民ID

IC乗車券

電子マネー

分野の歴史
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ビッグデータ
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サイバーフィジカルシステム（CPS）
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知のコンピューティング
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日本：特定の技術は世界最高水準にあるもものの電子政府やICT企業競争力は低落

•スパコン(京)、大規模データ処理、自然言語処理、ロボット、組込みシステムなどの技術では世界最高水準

• ICT企業の輸出額や存在感の低落、ICT開発指標や電子政府で韓国に後れるなど下げ止まらない日本のICT国
際競争力が指摘されている

米国：全ての情報通信技術分野で世界をリードし、市場も牽引するリーダ

•CPS (2006)、ロボット(2011)、ビッグデータ(2012)、先端製造業(2012)、Brain Mapping (2013)など大統領命のイニ
シアティブで研究開発を強力に主導。DoD中心からNHIやDoEも増加

• IBM（スパコン、Watson、Smarter Planet）、Google（検索、Android)、Facebook/Twitter（SNS）、Amazon(ネット通
販)、Microsoft（OS、アプリ）など、IT企業の競争力が非常に高い

欧州委員会：言語も文化も異なる複数の国家から成る欧州連合は枠組みを共有

•高速インターネットに支えられたデジタル単一市場から持続可能な経済的・社会的利益を提供すること（Digital 
Agenda for Europe)を目標に、産・官・学の協働が欧州委員会のファンディングの枠組み (FP7: the 7th 
Framework Program) で活発に実行。2013年から Human Brainプロジェクトも始動した。

中国：スパコン天河の世界最速など政府主導で研究開発成果を着実に挙げる

•物聯網（ウーレンワン、モノのインターネット）は、第12次五カ年計画にて戦略的新興産業の目玉。各地に産業
連盟が次々と設立され、交通や物流など急激に成長する都市の問題を解決するための活動が各地で行われ
ている。

韓国：サムスンなど複数分野で高いシェアを確保し、基盤技術の競争力が急上昇

•韓国の情報通信技術の成長戦略におけるキーワードは既存の産業技術とIT との融合を意味する「IT 
Convergence」である。これは中国の「物聯網」や米国のCPS にも共通する概念である。

国際比較結果のポイント
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